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EndNote basicの機能
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EndNote basicの機能

EndNote basicトップページ

入門ガイドを非表示
にすると、すべての
マイレファレンスが
表示されます。

see

How to Use : 
EndNote basic

検索

see

How to Use : 
EndNote basic

作成
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P.4～
☞文献情報の管理はグループでの管理を
おすすめします。
グループは500個まで作成可能です。

P.8～
☞作成したグループは、他のEndNote basic版
利用者または、デスクトップ版利用者と
インターネット上で共有することができます。

P.16～
☞インポートした引用文献のデータに重複が
ある場合、重複データを削除できます。

EndNote basicの機能
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新規グループを作成
登録済みのデータをグループ分けする方法は、別紙①検索のp.9～p.11をご参照ください。
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新規グループを作成

➊
←OR→➊
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新規グループを作成

➍

➌

➋
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グループ名を入力

論文のテーマなどをグループ名にしておくと、
参考文献を作成するときに分かりやすくて便利です。



新規グループを作成

マイグループに「Alzheimer」が
追加されました。
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グループを共有
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➊

グループを共有

←OR→➊
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➋

グループを共有

共有したいグループに
☑をいれる。

➌

共有をやめるときは➋で入れた☑を
はずします。

共有されたグループには
このようなアイコンが表示されます。
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➍

グループを共有
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➎

グループを共有

➏

➐

共有したい相手のメールアドレスを入力します。
※共有相手もEndNote basicへユーザー登録が必要です。

※EndNote basicのアカウントで使用しているメールアドレスを登録する。

最大1,000件まで
登録可能です。

共有相手に許可する権限を選択。

「読み書き」を共有されたユーザーは、
共有フォルダへの文献の追加や削除も
可能となります。
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グループを共有
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➑



➒

EndNoteデスクトップからこのページへアクセスするには・・・
『分類』→『マイグループの管理』→『共有の管理』の手順で
アクセスしてください。

グループを共有

共有するメンバーの追加・変更・
削除が行えます。
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グループを共有

共有された相手は「分類」タブの『その他のグループ』から、共有情報を入手できます。
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重複レファレンスを検索
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例では、4件のレファレンスが登録されており、
内、2件のデータが重複データです。

▲

▲

重複レファレンスを検索
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➊

重複レファレンスを検索

➊ ←OR→

18



➋

重複レファレンスを検索

➌
後から登録された文献に☑が入ります。

『削除』をクリック
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削除した重複データは、ごみ箱へ移動します。
ごみ箱からデータを削除しない限り、ごみ箱の中に残ります。
『なし』をクリックすると、ごみ箱の中が空になります。

重複レファレンスを検索
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